
（
公
示
）

（
公
示
）

第
三
条

法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
公
示
は
、
そ
の

産
業
標
準
の
名
称
及
び
番
号
並
び
に
制
定
、確
認
、

改
正
又
は
廃
止
の
別
及
び
そ
の
年
月
日
を
官
報
に

掲
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
公
示
は
、
そ
の

工
業
標
準
の
名
称
及
び
番
号
並
び
に
制
定
、確
認
、

改
正
又
は
廃
止
の
別
及
び
そ
の
年
月
日
を
官
報
に

掲
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
聴
会
）

（
公
聴
会
）

第
四
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
主
務
大
臣
が
公
聴
会
を
開
催
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
十
日
前
に
、

日
時
、
場
所
及
び
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聞
こ

う
と
す
る
案
件
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
主
務
大
臣
が
公
聴
会
を
開
催
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
十
日
前
に
、
日

時
、
場
所
及
び
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聞
こ
う

と
す
る
案
件
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

日
本
産
業
標
準
調
査
会
又
は
産
業
標
準
に
実
質
的

な
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
公
聴
会
の
開
催
を
請

求
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

公
聴
会
開
催
請
求
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
日

本
工
業
標
準
調
査
会
又
は
工
業
標
準
に
実
質
的
な

利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
公
聴
会
の
開
催
を
請
求

す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
正

副
四
通
の
公
聴
会
開
催
請
求
書
を
主
務
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

﹇
略
﹈

一
〜
四

﹇
略
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
命
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
一
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
同
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
十

一
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
産
業
標
準
の
制
定

及
び
公
示
並
び
に
こ
れ
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
命
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
命
令
に

よ
る
改
正
後
の
産
業
標
準
化
法
施
行
規
則
第
一
条
か
ら
第
二
条
の
四
ま
で
及
び
第
三
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
二
号

産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
四
章
の
規
定
に
基
づ
き
、及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、

産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
認
定
産
業
標
準
作
成
機
関
に
関
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

総
務
大
臣

石
田

真
敏

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

原
田

義
昭

産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
認
定
産
業
標
準
作
成
機
関
に
関
す
る
命
令

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
命
令
で
使
用
す
る
用
語
は
、
産
業
標
準
化
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例

に
よ
る
。

（
認
定
の
申
請
）

第
二
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
を
経
由
し

て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

二

産
業
標
準
作
成
業
務
を
安
定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三

作
成
し
よ
う
と
す
る
産
業
標
準
の
案
の
一
覧
表

四

申
請
者
（
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
及
び
そ
の
法
人
の
業
務
を
行
う
役
員
）
が
法

第
二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

五

産
業
標
準
作
成
責
任
者
（
第
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
産
業
標
準
作
成
責
任
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
並
び
に

次
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

産
業
標
準
作
成
責
任
者
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

ロ

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
産
業
標
準
作
成
責
任
者
が
当
該
申
請
者
の
役
員
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類

ハ

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
ロ
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
雇
用
契
約
書
の
写
し
そ
の

他
申
請
者
の
産
業
標
準
作
成
責
任
者
に
対
す
る
使
用
関
係
を
証
す
る
書
類
及
び
産
業
標
準
作
成
責
任
者
が
法
第

二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

ニ

次
条
第
一
号
に
規
定
す
る
実
務
の
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

六

産
業
標
準
作
成
業
務
に
従
事
す
る
者
（
前
号
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
業
務
の

範
囲
を
記
載
し
た
書
類

七

産
業
標
準
作
成
業
務
に
従
事
す
る
者
が
受
講
し
た
次
条
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
の
修
了
証
の
写
し
又
は
こ
れ

に
類
す
る
書
類
並
び
に
当
該
講
習
の
内
容
及
び
時
間
を
記
し
た
書
類
（
当
該
講
習
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の

知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
）

八

産
業
標
準
作
成
業
務
に
関
す
る
組
織
図

九

産
業
標
準
作
成
委
員
会
（
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
産
業
標
準
作
成
委
員
会
を
い
う
。）の
構
成
員
の
氏
名
、

所
属
す
る
機
関
又
は
法
人
の
名
称
、
所
属
す
る
部
署
及
び
役
職
名
を
記
載
し
た
書
類

十

第
四
条
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
認
定
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
規
程

十
一

そ
の
他
主
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
認
定
の
基
準
）

第
三
条

法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

産
業
標
準
作
成
責
任
者
が
、
産
業
標
準
の
案
を
作
成
す
る
業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
業
務
に
関
し
五
年
以
上

の
実
務
の
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

産
業
標
準
作
成
責
任
者
が
、
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

三

産
業
標
準
作
成
業
務
に
従
事
す
る
者
が
、
産
業
標
準
の
案
を
作
成
す
る
業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
業
務
に
関

し
一
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
習
得

す
る
た
め
の
当
該
業
務
に
関
す
る
法
令
、
当
該
業
務
の
実
施
の
方
法
及
び
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
一
に
係
る
講

習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
。

第
四
条

法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

産
業
標
準
作
成
業
務
を
安
定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二

産
業
標
準
の
案
の
作
成
及
び
審
議
を
行
う
委
員
会
（
以
下
「
産
業
標
準
作
成
委
員
会
」
と
い
う
。）を
設
置
し
て

い
る
こ
と
。
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